
　昭和20年（1945）の空襲によって、すでに疎開していた図書約9000冊を除き、宮城県図書館の蔵書はほぼ失われました。戦後、資
料収集を精力的に再開する中で、昭和24年（1949）に仙台藩主・伊達家ゆかりの蔵書、「伊達文庫」が収蔵され、図書館再建にとっ
て大きな力となりました。現在、「伊達文庫」は本館特別コレクションの中核を占めており、県指定有形文化財である『禽譜』『生計纂要』な
ど多数の貴重な資料が含まれています。本号では特集「宮城県図書館のルーツを訪ねて」の第３回として伊達文庫をご紹介します。

宮城県図書館のルーツを訪ねて 
～ 仙台藩 叡智の礎 「伊達文庫」 ～～ 仙台藩 叡智の礎 「伊達文庫」 ～

その3

　江戸期、南画の大家といわれ
た谷文晁が描いた、全国の山岳
画集。編者の川村元善は奥州南
部出身の医師でした。後には『日
本名山図会』と改題されています。

　南北朝時代に刊行されたと思わ
れる、五山版（禅宗寺院で刊行さ
れた書物）。宋、元、明代の中国、
朝鮮で出版された書物の模倣、
復刻が多く、日本の出版文化に与
えた影響の大きさをうかがわせます。

　朝廷や公家の儀式、典礼全般
を網羅した部類記。徳川光圀は水
戸藩第2代藩主で、紀伝体の歴
史書『大日本史』の執筆を始めた
人物です。

　人物や草花、山水など200余
図が描かれ、光琳芸術を後世に
伝える唯一の作品といわれていま
す。江戸琳派の継承者、酒井抱
一が、尾形光琳の百回忌記念に
製作したものです。

　仙台藩第7代藩主伊達重村の
自筆歌集。教養が非常に高い藩
主で、第5代藩主吉村の時代に
つくられた学問所が、重村の治世
下（安永元年）において「養賢堂」
と称されるようになりました。

『名山図譜』 

『集千家註批点杜工部詩集』
　20巻文集2巻附録1巻付杜工部年譜1巻

『掬月集』

『光琳百図』 2巻後編2巻

『礼儀類典』
510巻正誤1巻図絵3巻
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谷文晁画　川村元善編
文化元年序　刊本
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尾形光琳画　酒井抱一編　刊本

伊達重村著
（唐）杜甫撰　（宋）劉辰翁評点
（元）高楚芳編
日本南北朝拠元至大元年
雲衢会文堂刊本重刊

　コペルニクスの地動説を紹介し
た書物。司馬江漢は、鈴木春重
という名の浮世絵師でしたが、蘭
学者、また日本で初めて銅版画を
試みた人物としても著名です。

『刻白爾天文図解』 2巻
司馬峻（江漢）著　
文化6年序　刊本 徳川光圀編

宝暦2－4年　写本
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美里町南郷図書館

美里町南郷図書館 館 長　 小丸 知子シリーズ第21回 

Ｎ
図 書 館  a r o u n d  t h e 　 み や ぎ図 書 館  a r o u n d  t h e 　 み や ぎ

住所 ： 〒989-4205
　　　遠田郡美里町木間塚字中央1番地
TEL：0229-58-1212　FAX：0229-58-1215

　美里町南郷図書館は、平成18年９月に小牛田図書館の分館として開館し
ました。美里町は平成18年１月に旧小牛田町と旧南郷町が合併した、人口
26,000人の水田地帯の町です。
　南郷町には図書館がなかったため、南郷総合支所となった旧南郷町役場
の１階の空スペースを利用し、南郷公民館図書室の蔵書を引き継ぎ、新刊書
とＣＤ・ＤＶＤを購入して図書館として整備しました。面積260㎡の小さな図書
館ですが、小牛田図書館とオンラインで結ばれていて両館の蔵書が一度に検
索ができ、家庭や携帯電話からもインターネットで予約ができるため利便性が高
く、多くの方に喜ばれています。
　南郷地区の方には図書館の存在や機能がまだまだ浸透しておらず、まずは
「図書館」とはどのようなものか知らせるために、催し物をしたり、他の施設に
出向いたりしてＰＲに努めています。幼稚園・保育所がすぐ近くにあるため子
どものお迎え時に立ち寄る人も多く、一番多い利用層が30代であることが特徴
です。また夕方には学校帰りの小中学生の姿があって、まさしく若い図書館と
いうところです。12,000冊でスタートした蔵書も20,000冊に増え、南郷地域の

地域資料の収集・整理も進み、より図書館らしくなりつつあります。より多く
の方に利用していただけるよう、小牛田図書館と協力しながら「地域に根ざし
たやさしさあふれる図書館」を目指していきたいと思っています。
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伊達文庫の成り立ち

　「伊達文庫」とは仙台藩の歴代藩主が収集した蔵書と『伊達治家記録』
『伊達世臣家譜』などの藩政資料によって構成され、昭和24年の収蔵に際
して伊達文庫の名称が付されました。「文庫」とは、元来は「ふみくら」、書
物のくらの意味で使われました。図書館では、一括して収蔵したひとまとまり
のコレクション（蔵書群）を、一般の蔵書と区別して、蒐集した人や寄贈者の
名称を冠して「○○文庫」という名称を付けることがあります。

　本館は、昭和24年、伊達家の旧蔵
書を購入により、特別文庫（特別コレクシ
ョン*１）の一つとして収蔵しました。資料
総数は4170点（29681冊）にものぼり、
和古書3253点（19197冊）、漢籍666
点（9980冊）、洋書251点（504冊）から
構成されています。
　これら伊達文庫の資料は、『仙台領国
絵図』『仙台城下絵図』等の古絵地図、
『関算四伝書』（戸板保佑編）『禽譜』（堀
田正敦編）『生計纂要』（大槻玄沢訳）
等の博物学関係の研究書、『尉繚子直
解』『音点春秋左伝詳節句解』等の朝鮮
古刊本など、22件が、宮城県指定有形
文化財となっています。また、伊達文庫
はコレクションとしての網羅性、体系性に
ついても極めて優れていると、高く評価さ
れています。

門外不出であった歴代藩主の蔵書

　仙台藩祖伊達政宗は、智略に長けた武将であったと同時に、和歌などに
造詣の深い教養人でした。政宗が日常的に読書を楽しみ、詩歌に親しむ様
子は「第一御気マメニ御座シ･･･其間ニハ書籍ヲ見玉ヒ、又詩歌文字ノ御
吟味アリ」（『貞山公治家記録附録』）などと記されています。
　また、第5代藩主伊達吉村は歌人としても名高く、歌書の収集を積極的
に行っていました。京都歌壇の名だたる歌人たちと交流し、作歌の指導を仰
いでいます。吉村の蔵書印があるもの141点の内、108点が歌書であり、
吉村の和歌に対する真摯な姿勢を垣間見ることができます。

　政宗を始めとする歴
代の仙台藩主の下で
集められた書物は、仙
台城内においては、二
の丸の「御物置」と呼ば
れる書庫に収められて
いました。書物はよほど
の必要がない限りは門
外不出とされており、
家臣が御物置の書物を
利用する際には、「他
言しない、写し取らない」
との誓詞を出さなけれ
ばならないほどでした。

　こうして仙台藩の隆盛ととも
に集積した書物は、明治維新
以前の仙台における「五大文
庫*2」の一つとされ、和算や
典礼書、歌書など、文武両
道を重んじた伊達家の家風を
反映する文庫となっています。

*１  宮城県図書館の特別文庫（特
別コレクション）は、「伊達文庫」
の他には、「青柳文庫」「養賢
堂文庫」「小西文庫」「今泉文庫」「大槻文庫」等があります。

*２  「五大文庫」とは、「青柳文庫」（仙台藩公開文庫、青柳文蔵の旧蔵書）、「養賢堂
文庫」（藩校養賢堂の書庫）、「法宝蔵」（龍宝寺の書庫）、「名山蔵」（塩竃神社祠
官藤塚知明の書庫）、「伊達文庫」（仙台藩主伊達家の書庫）の５つといわれています。

明治維新後の伊達家蔵書と仙台文庫会

　明治元年（1868）9月、第13代藩主 伊達慶邦は仙台城を退き、10月官
軍入城するその間藩主の道具、書物類は仙台一本杉の伊達家別邸(現在
の仙台市若林区一本杉)に運ばれました。また江戸藩邸の道具類も一本杉
邸に運ばれましたが、混乱の最中に失われたものは少なくないといわれます。
やがて旧仙台藩士作並清亮（1841-1915年、藩校養賢堂に学んだ儒者、
伊達家の家扶）は、それら道具書籍類を整理し目録を作成しました。
　明治26年（1893）、清亮は旧仙台藩士の有志と共に「仙台文庫会」を結
成、仙台藩関係資料の収集を進めると共に、明治29年（1896）に仙台市
東三番丁に書籍閲覧所を設けました。同年、伊達家は蔵書のなかから冊子
体の和漢書を選んで仙台文庫会に寄託し、伊達家蔵書が初めて公開され
たのです。仙台文庫会は明治37年（1904）に解散し、寄託資料は再び伊
達家に返却され、本館に収蔵される時を静かに待つことになりました。

伊達文庫の蔵書印

　伊達文庫の資料には数種類の蔵書印が押印されており、収蔵時期や所
蔵者を探る手掛かりとなります。伊達文庫蔵書の多くには、「伊達伯観瀾閣
図書印」という正方形の朱印があります。「伊達伯」とは伊達家の総本家の
意、また「観瀾閣」とは伊達家の堂号のことで、伊達家から仙台文庫会への
寄託した際の伊達家の所蔵を示すための押印だったようです。他には、第5
代藩主吉村の蔵書印「璧」、漢籍の一部にみられる「伊達氏伯家蔵宝書」、
仙台文庫会に寄託した際に、仙台文庫会が押印した「仙台文庫」があります。

せい けい さん ようきん  ぷ

　伊達家の蔵書が仙台城二の丸の書庫「御物置」に収蔵され
ていた時代、それらはもとより藩主の蔵書であったので「衆の観
ること得ざりしもの」でした。しかし、時には家臣も閲覧すること
が許されたのですが、閲覧の際には誓詞を提出しなければなり

ませんでした。誓詞は「御系図御代々記並治家御記録拝見被
仰付候者誓詞」というもので、これらの記録の内容について親
子、兄弟にも他言しない、写し取ることもしないと、日本国中の
神々ならびに塩竃大明神に誓うものだったのです。

● 蔵書閲覧に誓詞 ― 親兄弟にも他言しないと塩竃大明神に誓った !?

『観瀾閣蔵書目録』

『借覧人名簿』

本館貴重書庫内の「伊達文庫」の棚
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伊達文庫の蔵書印／左から「璧」（第5代藩主吉村）、「伊達伯観瀾閣図書印」、「仙台文庫」

〈参考文献〉 『伊達文庫目録』宮城県図書館　1987年
 『宮城県図書館の貴重書』宮城県図書館　1994年
 『本食い蟲五拾年』常盤雄五郎著　今野印刷　1991年（復刻版）
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●蔵書冊数 ： 16，148冊（平成18年度末）
●貸出冊数 ： 11，951冊（平成18年度実績）
●開館時間 ： 10:00～18:00
●休 館 日 ： 毎週月曜日、毎月第1木曜日、
　　　　　　祝日、年末年始
●交　　通 ： 東北本線小牛田駅から町民バス
　　　　　　美里線で「南郷総合支所」下車

ホームページ： http://www.town.misato.miyagi.jp/10shisetu/tosyo/index.html


